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国 際 会 長 主 題 

ア ジ ア 会 長 主 題 

東 日 本 区 理 事 主 題 

 

あずさ部部長主題 

東京西クラブ会長主題 

「より良い世界のために、共に」 

「大きなインパクトを起こそう」」 

「ワイズの方向性を見極める」 

「ユースエンパワーメントをＹＭＣＡと共に」 

「未来のために行動しよう」 

「居心地の良いワイズライフを楽しもう」 

 

 

 

 
 

 

  

TVの気象状況を見ていると 38

～39℃という酷暑も余り珍しく

なくなったように見える昨今の

気候である。 

私が高校生のころ、海水浴場の

ある海辺に近いところで数日間

過ごしたことがある。その頃は、

気温が 30℃以上になることがあ

まりなかったのではないかと思

っていた。毎日 10 時を過ぎても

29℃以上にならなかったことが

あった。30℃以上になったら浜辺

に繰り出そうということになっ

たがその時はこの気候を恨めし

く思ったものである。 

一方、夏の太陽がジリジリと照

り付ける中、野山を駆け巡って蝉

を探しトンボを追い駆けたこと

も夏の楽しみの思い出もあり、や

っぱり夏はこうでなければとの

思いもある。 

松本行きの涼し過ぎる車中の

窓越しに白い入道雲と真っ青な 

 

 

空と太陽が照り付けている里山

や川辺を眺めていたら、ふとその

暑さの中へ行ってみたいなとい

う思いに一瞬駆り立てられた。 

今はできるだけ外出はしない

で家の中でエアコンを 24 時間つ

けっ放しで過ごしている。エアコ

ンの排出する熱を気にしながら。 

先進国の化石燃料を燃やし続

けたことが気候に変動をきたし、

この暑さの原因を作ったとされ

ているが、その影響を途上国が受

けており、ひいては貧富の格差を

生じ、更に将来を思えば世代間の

格差も生ずることにもなろうか

ら、気候変動対策を考える際にも

前記格差対策も併せて考えなけ

ればならないと言う識者に耳を

傾けた昨今である。 

言うまでもなく、気候の変動の

影響は暑さばかりでなく自然災

害をもたらせるので、気候危機対

策は世界各国で喫緊の課題とし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て取り組んでいる。化石燃料の代

替燃料、水素とかアンモニア等

（しかしこれはその生産過程で化

石燃料を消費するので疑問に思

う）開発が盛んであり、風力発電

等が盛んであるが。未だ根本的な

手段は見つかっていないようだ。

気候危機対策の難しさを思わさ

れる次第である。 

 

７ 月 の 記 録 ニ  コ  ニ  コ 12,312円 

在 籍 者 数 １２人 武蔵野多摩 ２人 クラブファンド 0円 

（内功労会員） １人 た ん ぽ ぽ  ４人 フ ァ ン ド 残 高 114,715円 

出 席 者 数 １０人 ビ ジ タ ー ４人 ホテ校ファンド 0円 

メーキャップ １人 ゲ ス ト ２人 ホ テ 校 残 高 9円 

出 席 率  １００％ 出席者合計 ２２人 WHO 参加者 －人 

2024 年８月号 
ＮＯ ５７５ 

 

 

クラブ役員 

会  長 神谷 幸男 

副 会 長 本川 悦子 

書  記 村野 絢子 

会  計 篠原 文恵    

担当主事 横山 弥利 

 

 

この酷暑、なんとかなるの？  神谷 幸男 

平和を造る人々は、幸いである。その人たちは神の子と呼ばれる。 
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―７月事務会報告― 
日時：7 月 25 日（木） 

   16 時 30 分～18 時 

会場：阿佐谷地域区民センター 

出席者：石井、大野、神谷、河原

崎、篠原、本川、村野絢、

村野繁 

◎報告事項 

• 7 月 3 クラブ合同例会、部長公

式訪問の概要報告 

• 7 月の記録の確認 

• 7 月会計（7/25 まで）報告。承  

認 

• あずさ部第 1 回評議会の報告

（詳細はブリテンに掲載） 

・村野繁さん（東京世田谷クラブ）

が 7 月 1 日付で転入会された。 

◎協議事項 

• 在京ワイズ新年会ホスト準備

の件、会場および余興について

確定した旨の報告。 

• ｢サポートファンド」の件、説

明があり、2 口応募提案（会長）

がなされたが決定は後日。 

• 第38回東京YMCAチャリティ

ーランの件、例年通り 3 クラブ

でスポンサーする。1 クラブ

25,000 円の負担。 

• 2023-2024年度クラブ経常会計

決算の件、提案通り承認。 

（書記代理・神谷幸男） 

 集 会 案 内  
◆Youth for NOTO  

主催：大和田浩二 

日程：8/17（土）～19（月） 

9/7（土）～9/9（月） 

（いずれも 2 泊 3 日） 

まず被災地を見聞きし自分が

できることを見つけて行うボ

ランティア 

◆第38回東京YMCAインターナ

ショナル・チャリティーラン 

日時：9/28（土）10:30～14:30 

会場：都立木場公園 

◆富士山例会 

主催：富士五湖クラブ 

日程：9/28（土）14:00～29（日） 

会場：富士山五合目佐藤小屋 

参加費：15,000 円、 

日帰りの場合 7,000円 

申込期限：8/31 

◆東京八王子クラブ設立 30 周年

記念例会 

日時：10/26（土）11:00～14:00 

会場：八王子エルシイ 4 階 

「杉の間」 

参加費：8,000 円 

◆東新部大会 

日時：10/5（月）13:30～16:30 

会場：東京 YMCA 東陽町セン

ター 

イベント：セミナー＜はじめて 

↓練馬区役所 練馬駅から
見える唯一の高層ビルです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書くエンディング・ノート＞ 

参加費：2,500 円 

◆関東東部大会 

日時：10/19（土）12:00～ 

会場：ウェスタ川越・多目的ホ

ール 

イベント：ミュージカル上演 

参加費：6:000 円 

※ 問い合わせ＆申込は神谷へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               受付 篠原・藤江 

                司会        

開会点鐘 東京武蔵野多摩クラブ会長・渡辺大輔 

ワイズソングとワイズの信条     一   同 

開会あいさつ  

東京武蔵野多摩クラブ会長・渡辺大輔            

ゲスト・ビジター紹介       3 クラブ会長 

聖書朗読・祈り            

懇親会               一   同 

ハッピーバースデイ         3クラブ会長 

ニコニコ              一   同 

ワイズ報告             3クラブ会長 

YMCA 報告         3 クラブ担当主事 

閉会点鐘   

東京たんぽぽ Y サクラブ会長・小原史奈子 

 

強調テーマ： 戦略２０３２ 

 

異常な暑さの中、独自の消夏法で乗り越えて元

気にお過ごしのことと思います。合同例会第 2弾、

都会のビルの階上で涼を摂りながらご馳走を食

し歓談致しましょう。 

 

日時：８月１０日（土）１３:００～ 

会場：練馬展望レストラン(練馬区役所２０階) 

練馬駅より南方面へ徒歩６分 

会費：4,000 円 

担当：B 班（大野、河原崎、高嶋、村野絢、横山） 

 

HAPPY BIRTHDAY 

4 日   中村 吉孝  篠原 文恵   

13 日  神谷 幸男  15 日 本川 章 

17 日  山田利三郎   

８月合同納涼例会のご案内 

会計からのお願い 

前期分の会費を例会に持参

か、振込でお願い致します。 

振込先  

みずほ銀行方南町支店 

普通口座 ８０２７９２８ 

東京西ワイズメンズクラブ 
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―７月合同例会報告― 

 本年度最初の例会は東京西、東

京武蔵野多摩、東京たんぽぽ 3 ク

ラブの合同例会として行われた。

日時：7 月 18 日（木）18:30～21:00 

会場：東京 YMCA 山手センター

303 号室 

あずさ部長ピーター・マウント

フォードさんの公式訪問を迎えて

賑やかに行われた。ピーターさん

は東日本区の現勢は昨年比区全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で 4 クラブの減、59 人の減、あず

さ部では 11 クラブ 148 人、10 人

の減であったが本年度も会員増強

に心掛けつつ元気に楽しくクラブ

活動を行って参りましょうと挨拶

された。 

またピーターさんには例会卓話

をお願いし、「イギリス産業革命の

足跡」と題して、現地の今も残っ

ている建物や機械装置、風景の写

真をふんだんに用いられ、産業革

命の歴史、およびその歴史的意義

について興味深く語られた。 

更にピーターさんには例会の最

初に行われた本年度のクラブ役員

の合同就任式と転入会式の司式を

していただいた。 

最後に集合写真を撮影してお開

きとなった。    

7 月合同例会はオンライン併用

で行われ、出席者＜メンバー16 人

＞山口・渡辺（東京武蔵野多摩）、

小原・服部・藤江・小畑（東京た

んぽぽ）、石井・大野・神谷・篠原・

高嶋・本川・村野絢・村野繁・吉

田・横山（東京西）、＜ビジター7

人（内 ZOOM 参加 3 人）＞、ピ

ーター・マウントフォード（卓話・

甲府）、長谷川あや子（東京八王

子）、長津徹・御園生好子（東京サ

ンライズ）、山本英治（ZOOM 東

京八王子）、山下真（ZOOM 十勝）、

藤井弥生（ZOOM 大阪なかのし

ま）、＜ゲスト＞波々壁賢、大輪匡

史、合計 22 人と ZOOM 3 人の参

加者でした。    （神谷幸男） 

 

第１回あずさ部 
「信濃の国評議会」報告 
日時：7 月 27 日（土） 

13:00～16：00 

会場：あがたの森公民館 

ホスト：松本クラブ 

参加者：58 人 

プログラム： 

◆開会式 

◆評議会 

出席者：49 人（内委任状 13 人）

で評議会成立 

第 1号議案 2023-2024年度会計

決算承認の件…承認可決 

第 2 号議案決算監査報告の件…

承認 

第 3 号議案次々期部長クラブ推

薦の件…松本クラブが推薦され

ていたが、松本クラブからクラ

ブ内で受諾決定に至ってないの

で次回まで継続審議としてほし

い旨の申し出があり、継続審議

となった。 

◆記念撮影と休憩 

◆懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期部長山口直樹さんの発声

で乾杯。最初に今回の評議会は

「信濃」をアピールしたいとのこ

とで歌「信濃の国」六節に及ぶ

長い歌であるが中ほどで変調も

ある歌（歌詞が全員に配られた）

を皆で斉唱した。6 グループに

分かれての懇親、参加クラブの

出席者紹介、各アピール等があ

り、交流の深まったところで

YMCA の歌を高らかに歌って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お開きとなった。（閉会点鐘） 

会場となった「あがたの森公民

館」は JR 松本駅東方約 1.5km に

あるヒマラヤ杉に囲まれたあがた

の森公園内にある文化会館にあ

り、この会館は重要文化財旧松本

高等学校校舎を保存しながら市民

の教育文化活動に活用している施

設とのこと。今回の評議会は明治

大正時代の校舎の一室で行われ

た。        （神谷幸男） 

 

 

第１回あずさ部「信濃の国評議会」： 

当時の雰囲気を残して保存された高等学校校舎は天井が高く大きな窓がある 

あずさ部部長ピーターさんを囲んで 
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80 歳の Y 子さんはいつも決ま

って散歩する。今年の 2 月 7 日は

いつものように歩いていた、神田

川沿いの散歩道、おおぞら公園を

通り過ぎ、教会の前で折り返す。

いつもお会いする方々と挨拶を交

わしながら…アッ！ 和泉小学校

の近くで転んだ。 

立とうとするが立てない。頭と

顔をぶつけたらしい。その場にう

ずくまる。どなたかが救急車を呼

んで下さり、河北病院に運ばれた。

ER で目の横とほお骨が砕けてい

ることが分かった。足と体は元気

なので家の近くの杏林病院に紹介

状を頂き移った。 

ここでも治療は受けられず、人

の顔は整形ではなく形成外科のあ

る三鷹の杏林病院の先生を紹介さ

れた。手術の予定が詰まっていて

急を要するからと都立大塚病院の

友人の先生を紹介されて、やっと

手術が受けられた。（1 回目） 

怪我をして 2 週間経っていた。

赤く腫れあがった顔の左のほっぺ

たを隠して、家と近くの店、病院

通いの生活は退屈で、せっせと歩

いていた。 

ひと月経ったころ、手の指が思

うように動かず、階段の上り下り

も辛くなった。頭を打ったのだか

ら脳外科だと思い、友人から聞い

ていた方南通りの脳外科を訪ね

た。CT で脳と骨の間に血液が溜

まっていることが分かり、「打撲に

よる硬膜下血種」と診断された。 

2 日後に、紹介された中野警察

病院で手術を受けた。部分麻酔で、

ドリルでゴリゴリ穴を開ける音を

聞いていた。多くの血液を抜いた

空洞に何かの液体を入れて手術は

終わった。これは 2 か月ほどで体

の中に吸収されるという。（2 回

目） 

血液を抜いて 2 日目の朝、霧が

晴れたようにすっきりとした爽快

感を覚えた。4 日目に退院した。 

その後吸収の状態をするため数

回通院したが、その間に許可を得

て、京都旅行も楽しんだ。4 月に

なっていた。今も歯茎の上の手術

跡はしびれている。 

6 月 3 日、友人たちが Y さんの

回復を祝ってレストランで食事会

をした。遅れて現れた主役の Y さ

んは店に来る途中、ひとりの男性

に「お元気になられましたね」と

声を掛けられた。「どうしてご存知

なのですか」「僕が救急車を呼びま

した」「えっ！ なんとお礼を申し

上げたらよいのか、本当に有難う

ございました」。その方は近くに住

むお医者さんでした。一部始終を

聞いた仲間は、その偶然も含めて

心からお祝いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＹＭＣＡ Ｔｏｄａｙ  

■ホテル学校では、希望者が参加

するリゾートホテル実習が8月19

日まで行われています。また、8

月の最終週に行う野尻湖スポーツ

合宿では、水上アクティビティー

を楽しむと同時に、4 日間の活動

の中で仲間の大切さに気付き、よ

り一層チームワークを身につけて

欲しいです。そして、9 月からは 1

年生全員が参加するホテル実習が

スタートします。約 6 ヶ月間に渡

る長丁場に向け、これまで基礎学

習でホテル理解を深める他に、チ

ームワークの大切さも伝えてきま

した。初めての社会人経験も仲間

で乗り越え、様々な経験を通して

新しい発見や目標をみつける良い

機会になることを願っています。 

■YMCA では、経済的に困難を抱

えるご家庭の小学生を対象に「山

中エンジョイキャンプ」が 8 月 23

日から 2 泊 3 日で、また、「外国

にルーツのある子どものサマーキ

ャンプ 2024」も同時に行われ、キ

ャンプファイヤーや様々なアクテ

ィビティーを楽しみます。いずれ

も東京YMCA山中湖センター100

周年記念事業「キャンプ 100 人招

待プログラム」として実施されま

す。 

■今年度から事業を開始した「多

文化共生スペース▽（さんかく）」

では、6 月 15 日と 7 月 13 日に仲

山淳子氏（東京 YMCA にほんご

学院講師）による「多文化理解講

座」を実施し、延べ 85 人の参加

がありました。「外国にルーツのあ

る子どもたちの現状と課題」及び

「子どもの学びを支援する」をテー

マに、地域社会全体で子どもたち

を理解し支えていくことを目指

し、学びを深めました。 

■6 月末で終了した避難所運営支

援ですが、能登半島地震緊急支援

募金は多くの個人、団体、企業等

からご支援をいただき、6 月末ま

でに 8,827,994 円が寄せられまし

た。今後も全国 YMCA と協力し

ながら、被災した子どもたちのレ

クリエーションやキャンプなどを

計画、実施していく予定です。 

担当主事 横山弥利 

 

編 集 後 記 

長く続く異常な暑さに辟易しな

がら大急ぎで編集いや原稿を集め

たり駄文を書いたりして、ようや

くここまでに辿り着いた。 

ちょうど今、DBC 京都ウェスト

クラブの 8 月号が送られてきた。

写真満載の 8 ページ。クラブメン

バーに転送したら、8MB のブリテ

ンは重量過多で送信不能。この違

いは一体何だ？ 

いつもながら、原稿をお寄せく

ださった方々、有難うございまし

た。3 クラブ合同の例会は歓迎す

るが、ブリテン記事の扱いについ

ては 3 者合意が必要で、若干やり

難いとことがあるのも当然だから

ガンバロウ。      （S.K） 

 

日々の中から 

Ｙ子さんが転んだ 

村野絢子 


